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本研究は大きく，問題提起を行った第一部序論（第 1 章），ICT 利用時の待ち時間に対する主観
品質評価のモデル構築に向けた第二部理論的検討（第 2 章），モデル構築および検証のために行っ
た心理学的な実証研究を報告した第三部実証研究（第 3 章～第 7 章），さらに，第四部では応用編
として，これらのモデルをベースにした待ち時間解消方略の例の提案とその評価を報告している（第



















 また，工学領域で広く利用されている「平均値を示す」MOS (mean opinion score)法を，QoE 





















平成 29 年 1 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ 心理学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
